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※“共生”は鶴岡福祉村の登録商標です。

農事組合法人庄内おばこ農場様にて

きくらげの石づき切りなどの軽
作業で、農福連携ができないかと
思いお声をかけました。仕事も一
生懸命してくれています。できる
ことを見つけながら色々とお願い
したいと考えています。

代表理事

丸山 成人 様

～ 庄内おばこ農場様の言葉 ～

一つ一つの仕事を、真剣に一生
懸命頑張ってくれてありがたいで
す。丁寧に里芋の毛羽取りなどを
するので、すぐにでもお店に出せ
る状態で助かっています。
利用者さん自身が各々の役割を

理解しているので、日に日に仕事
のスピードが速くなっています。 阿部 泉 様
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総穏寺様(陽光町) 境内のはき掃除

東昌寺様(陽光町) 草取り

種耕院様(藤島) 個人宅の墓掃除
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洞雲院様(文下) 本堂の掃除

里芋の計量
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地域生活支援ホーム 共生の家「ひので」

作成者 今野一広

障害者支援オフィス「ひので」

特定非営利活動法人鶴岡福祉村

鶴岡市日出一丁目7-7

FAX  0235-25-7110

TEL 0235-25-2943

4月の行事予定

アルミ缶集めにご協力を
ご協力頂いたアルミ缶の代金は

利用者の工賃に反映されます。

3月分 7,500円
ご協力ありがとうございました

鶴岡福祉村後援会賛助会費

研修報告

物品を頂いた方

未定 花見
２日 ４日 ７日 ９日 16日

利用者誕生日会

マルシェでふれあい

苦情処理第三者委員の相談日

３月３日苦情処理第三者委員の齋藤和久さんに
日頃抱えている悩みや「ひので」に対して思って
いることや要望等を聞いていただきました。

佐藤光さん

３月12日庄内総合支庁で開催された
こしゃたなマルシェに出店しました。

虐待防止委員会
身体拘束適正化委員会
３月６日、令和６年度障害者

虐待防止マネジャー研修会の配
信動画を、委員会内で情報共有
し、研修会をしました。

利用者さん紹介クローズ
アップ

令和6年度 自閉スペクトラム症支援者専門研修会

齋藤和久様 五十嵐一喜様
株式会社半田商店様
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たこいクリーニング様のドビーたたみを
始めた当初は１日2000枚程でしたが、今は
5000枚程たためるようになりました。現在
カラータオルにも取り組んでいます。

農家さんを応援!!
規格外野菜・果物を販売します。大きさや形が

規格からはずれた野菜・果物がありましたらお知
らせ下さい。販売をお手伝いします。

石原紘子様 林恵様
佐藤弥生様

「ひので」農園、枝拾い、ド
ビーたたみ、チラシの折り込み
をがんばりたいです。

施設内外
色々な場面
で活躍され
ています。

(令和7年3月24日現在)

３月13日林恵さんからお米10㎏をいただきました。
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2月19日から21日、埼玉県の国立障害者リハビリテーションセンター
にて受講しました。自分の気持ちを伝えること、相手の意図を理解す
ることが困難な多くの自閉スペクトラム症の方々がいます。気持ちが
伝わらない不安や苛立ちが、行動障害として表れます。支援員は、本
人を理解し、意思疎通できる方法を探し、適切な支援をすることで行
動障害を軽減することが大切です。問題と思われる行動の背景には、
様々な要因が入り交じっています。笑っていたいるからといって、楽
しんでいるとは限りません。外的刺激が強く興奮・困惑している場合
もあると学びました。自身の視覚や常識で判断するのではなく、自閉
症の方のルールやこだわりを深く理解し支援する様努めていきます。

生活支援員 佐藤拓也


